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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの特徴
①このホームは、地下鉄川和町駅から徒歩で１０分位の所で便が良い。もともとは田園地帯
であった所が、住宅地となった地域である。新規の住宅も開発される一方、緑も残り、公園
もあり、住みやすいところである。経営母体は社会福祉法人　誠幸会で、社員が登録を含め
ると４００名余と各種福祉施設（特養、ケアハウス、デイサービス等）のネットワークを持
つ大きなグループである。本部の付近には特養、ケアハウスがある。グループ内はPCネット
ワーク、研修体制など共通に取り組める状況にある。PCネットワークでは、共通のソフトを
活用し、情報の一体化が図られている。行事等で遠出する場合には本部のマイクロバスを借
用出来る利点もある。
②当ホームは住宅地の真ん中にあり、自治会にも加入し、隣近所とは良い関係にあるが、川
和町全体とのつながりはまだこれからであり、運営推進会議でもこの点を強化し、民生委員
や地域包括支援センターの関係先へのアプローチを今後、進めて行きたい。食事の食材は職
員で調達し、独自のメニューで食事を提供しているので、近隣の商店の活用や近くのスー
パーとも交流が出来ており、この面での地域密着も促進出来ている。ボランティアは、ハー
モニカや大正琴、フラダンス等の方々に訪問頂いたり、秋祭りでは、近所の方との交流が図
られている。
③ケアの方針については、介護計画はセンター方式をベースとし、その介護計画の内、特に
取り上げてケアする項目の具現化に取り組み、チェック表、アセスメントシートにブレイク
ダウンして活用ている。また、居室担当者を配置し、1ヶ月に1回カンファレンスの場を設
け、2ヶ月毎に見直しを行い新項目へと改善を図り、ユニットリーダー・管理者が決定して
介護計画を作成している。出来た介護計画はご家族に提示し、ご意見を伺い、計画に反映し
最終の介護計画とし、手厚い作成を行っている。

＊法人理念にもあるように「利用者ニーズにあった質の高いサービス」を意識し、特
に個別ケアには力をいれております。また、法人運営のため、状態が重度化された利
用者については本部の特養への転居も配慮できる体制をとっており、中途施設として
の役割も担っています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　　21　年度
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56 　○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 　○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 　○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 　○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 　○ 1，ほぼ全ての職員が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 　○ 2，利用者の2/3くらいが

　○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 　○ 1，ほぼ全ての家族等が

　○ 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 　○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

泉の郷グループホーム川和

ひまわりユニット

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

主に都筑区役所の高齢支援課 主に都筑区役所の高齢支援課と連携しながら新
入居者の確保や生活保護受給者のサポートを
行っている。区との関係は良好である。

今後の継続

現状では近隣住民に対しての理解を得ようと積
極的に活動しているとはいえない。

民生委員、利用者、家族の意見を参考にし、
サービス向上に向けたケアを考えている。

運営推進会議の開催回数は多くはない。メン
バーは民生委員、地域代表（大家さん）、地域
ケアプラザの相談員、ご利用者、ご家族それに
ホーム関係者で、運営推進会議の意見を参考に
し、サービス向上に向けたケアを考えている。
運営推進会議では地域との橋お渡しをお願い
し、民生委員や地域包括支援センターの関係先
へのアプローチを進めて行きたいと考えてい
る。

今後の継続

「地域に開かれたグループホーム」としての理
念を共有し、日常の散歩時や通りがかりの近隣
住民との挨拶、イベントへの招待というかたち
で実践している。

「地域に開かれたグループホーム」としての理
念を共有し実践している。理念及び年度計画に
については年度初めに全職員に方針が訓示さ
れ、年３回の全社の全体会議、各施設のミー
ティングで常に確認し、実施に向けての具体的
な活動に展開されている。

今後の継続

近隣住民との交流はあるが、行方不明者が出た
際の捜索協力、火災時の避難・誘導協力の体制
は構築しきれておらず課題のひとつである。

自治会にも加入し、隣近所とは良い関係にある
が、点での接点であり、川和町全体とのつなが
りはやや薄い。食材は近隣の商店の活用や近く
のスーパーを活用しこの面では地域密着の促進
は出来ている。ハーモニカや大正琴、フラダン
スなどのボランティアが来てくれたり、秋祭り
でも近所の方との交流が図られている。

今後に期待

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

玄関の施錠は夜間のみ。 身体拘束は法人の方針として行っていない。当
グループホームでも全職員が理解した上で、拘
束のないケアを行っている。玄関の施錠は、夜
間対等、見守りが行き届かない際の外出防止の
為に行っている。

今後の継続

利用者からの苦情や要望は管理者を中心に意見
しやすい体勢にしている。家族からの要望など
も同様、随時管理者へ報告し意見交換の場を設
けている。

ご利用者からの苦情や要望は、管理者を中心に
意見しやすい体勢にしている。ご家族からの要
望なども同様、随時管理者へ報告し、意見交換
の場を設けている。面会に来られるご家族は１
ユニット２～３名程度であるが、ご意見は少な
いなりに抽出に努めている。

今後の継続

現状はあまり学んでいない。

契約書と重要事項説明書に沿って説明し、理解
を求めている。

法人の会議やホームの会議で虐待については何
度も取上げ意識付け出来るようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接時、入居時に受け止め、全職員が把握
出来るようにしている。

交流する機会はない。

年1回の評価と年2回の賞与に関する評価で個々
の努力、実績を査定している。収入面以外でも
職員の意見を職場環境に還元している。

参加必須の医務研修や月に1度の内部研修が開催
され、トレーニング機会となっている。

日々の業務、毎月のユニット会議、ユニット
リーダー会議で意見交換し、年1回の自己申告書
や面談希望職員との面談では職員が経営陣に意
見することが可能である。

日々の業務、毎月のユニット会議、ユニット
リーダー会議で意見交換を図り、年1回の自己申
告書や面談希望職員との面談では、職員が経営
陣に意見する機会がある。個人的な面談は、ユ
ニットリーダーが中心となって行っている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

家族との外出･家族対応での通院などで関わって
頂いている。

ご家族との外出やご家族の対応での通院等で関
わって頂いている。何時でも面会は受け入れて
いる。手紙のやり取り､電話連絡の援助、寺社参
詣の同行などを行っている。 今後の継続

利用者と食事を共にし、家事全般も利用者と協
力しながら行い支えあう関係を築いている。

帰宅願望の強い方の対応･急変時には家族の協力
も得ながら利用者を支えていくようにしてい
る。

事前面接時、入居時に受け止め、全職員が把握
出来るようにしている。

他のサービス利用を含めた対応はしていない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居時のアセスメント･ケアプランにて把握し個
別ケアをしている。

個別ケアにて思いや意向の把握に努めている。
それぞれの意向を尊重しつつも共同生活の観点
も忘れないようケアに取り組んでいる。

一人ひとりにケアにおいて、その方の思いや意
向の把握に努めている。それぞれの意向を尊重
しつつも共同生活の観点も忘れないよう、ケア
に取り組んでいる。やれる人、できる人の目線
で見ず、話さない人の話を、お話し頂けるまで
待つなど、偏りの無いケアを心がけている。

今後の継続

アセスメントや御家族からの情報から把握して
いる。日常的にはケアプラン見直し時、個人
ファイルや日々のケース記録にて把握。

退居された利用者との継続的な付き合いは行っ
ていない。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

席替えをしたり、トラブルを事前に回避できる
ように見守り、他ユニット訪問など馴染みの関
係作りの支援に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ボランティアの慰問などの資源はいかしている
ものの他にもある資源をいかしきれてはいな
い。

基本的にはまず、かかりつけ医への受診、相談
をしている。

基本的にはまず、かかりつけ医への受診、相談
を行っている。かかりつけ医はアーバンクリ
ニックで基本的に通院対応である。医療連携加
算は取っていないので、かかりつけ医及びその
クリニックの看護師にアドバイスを受けてい
る。

今後の継続

日々の様子はケース記録に記録し、口頭での送
り･業務日誌で全員が把握出来るように申し送り
をしている。

基本は３ユニットそれぞれの生活支援だが病
気、事故、不明者発生時にはユニットの枠を越
えて対応している。

入居時の面談で確認し、ケアプランに活かし、
状態に応じて見直しを行っている。

基本的にはセンター方式でのケアを行ってい
る。プランの原案作成は居室担当者が行い、計
画作成担当者がチェック修正し、ユニットり－
ダー・管理者が加わって決定し、ご家族に提示
し、ご意見を頂き反映してから最終決定として
いる。入居時の面談でアセスメントを行い、ケ
アプランに活かし、状態に応じて見直しを行っ
ている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年に最低1回は消防署に依頼し避難訓練をしてい
る。

年に最低1回は消防署に依頼し、避難訓練を実施
している。

今後の継続

家族にはこまめに報告したうえで特養申込みや
病院、医師との連携等を行っている。

基本的にはターミナルケアは行わず、退去して
頂いている。法人が特養を開設しているので、
本人の状況をこまめに報告した上で、特養への
申込みや病院、医師との連携等を支援してい
る。

今後の継続

内部研修･医務研修参加を必須とし学んでいる。

当GHには看護職員が配置されていない為、主に
医療機関への相談となっている。

かかりつけ医との関係強化に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

ともに食事をし、テーブル拭きや洗い物をして
頂いている。

ご利用者は、食材の皮むきや下処理、時にはレ
クレーション等で調理も一緒に行っている。職
員は共に食事をし、また食器洗いや食器拭きも
職員と一緒に行っている。（視察で確認できて
いる）

今後の継続

ドライブや買物など、希望を汲み取り出来る限
り対応している。

月1回の訪問美容。

利用者のいる場面における職員同士の相談など
では利用者の氏名をいれての会話をしない。

法人全体、ホーム内で人格の尊重、プライバ
シーについて研修を実施し、職員はそのことに
つき充分理解をしている。ご利用者のいる場面
で職員同士の相談等の際、ご利用者の氏名をい
れての会話をしない等、配慮に努めている。

今後の継続

認知症対応施設の為、職員の誘導にての場合も
あるが、最低二者択一の決定はなされている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

個人にあった適度な運動の支援。水分摂取を促
し毎朝プルーンを提供し便困を予防できるよう
にしている。

入浴日は設定しているが希望された方には出来
る限り希望に添えるようにしている。

入浴日は設定しているが希望された方には出来
る限り希望に添えるようにしている。最低週2回
の入浴予定日を設けているが、希望者にはタイ
ミングを図り入浴を楽しんで頂いている。 今後の継続

毎食後、口腔ケアの声かけをしている。拒否が
強い方には夜は必ず行えるようお手伝いしてい
る、。

排尿チェック表を元に、個々に合わせトイレ誘
導同をしている。

個々の排泄パターンを考慮したトイレ誘導を
行っている。また、その時の排泄状況を記録の
に残している。

今後の継続

水分･食事チェック表を記入している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

金銭は事務所管理。

ドライブやお買物にお連れしている。

御家族や友人と外出される方もいる。個別ケ
アーとして前もってお約束し買物にも出かけて
いる。

毎日の近隣の散歩、敷地内にての外気浴等安全
に配慮し、支援している。ご家族や友人と外出
される方もいる。個別ケアとして、事前にお約
束し買物にも出かけている。外出がお好きな方
には電車・バス・車等を使用し、外食に出掛け
たりドライブ・買い物に行ける支援をしてい
る。

今後の継続

昼食後の時間は横になって休まれたりリビング
で過ごされたりと活動・休息は利用者のペース
で過ごしていただいている。

職員全員が個人の薬を把握出来るように通院
ノートへ記入。薬の変更時は特に申し送りを確
実に行うようにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時に慣れ親しんだものを持参いただいてい
る。

入居される際、慣れ親しんだ物をお持ち頂きご
本人とご家族に配置を考えて頂いて、着心地よ
く過ごせるような工夫をしている。

今後の継続

手すりの設置、シャワーチェアーやすべり止め
マットなどの物品対策、レクリエーションの道
具はそろえている。

食事中、その他のくつろがれている時間に応じ
て電気の調整をしている。季節ごとに飾り付
け、植物も変えながら生活感のあるフロア作り
をしている。

食事中、その他の寛がれている時間に応じて電
気の調整をしている。季節ごとに飾り付け、植
物も変えながら生活感のあるフロア作りをして
工夫している。共有空間の整理整頓に心掛け、
室温に配慮しながらの外気の取り入れ、季節の
風物を取り入れた壁面飾りなどを、ご利用者と
共に行っている。

今後の継続

食卓・ソファー玄関脇に椅子を設置し、自由に
過ごしていただいている。

要望があればいつでも電話使用可。便箋、ハガ
キの用意も可。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 13

災害対策において近隣
住民との協力体制が万
全ではない。

地域住民も交えての災
害時対応を構築する。

1年

2 41

利用者の栄養バランス
面で課題あり。

本部の看護師、栄養士
の助言も得ながら、バ
ランスの取れた献立と
し、利用者の健康状態
を良好に保つ。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

避難訓練の際には地域
住民にも参加いただ
き、認知症への理解も
得れるようにする。

本部の看護師、栄養士
の助言も得ながら、バ
ランスの取れた献立と
し、利用者の健康状態
を良好に保つ。

容

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内

平成22年3月25日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム泉の郷　川和

すずらんユニット

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「地域に開かれたグループホーム」としての理
念を共有し、日常の散歩時や通りがかりの近隣
住民との挨拶、イベントへの招待という形で実
践している。

近隣住民との交流はあるが、たとえば行方不明
者が出た際の捜査協力、火災時の避難、誘導協
力の体制は構築しきれておらず課題のひとつと
なっている。

現状では近隣住民に対しての理解を得ようと積
極的に活動しているとはいえない。

民生委員、利用者、家族の意見を参考にし、
サービス向上にむけたケアを考えている。

主に都筑区役所の高齢支援課と連携しながら新
入居者の確保や生活保護受給者のサポートを
行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

法人の会議や当ホームの会議で虐待のテーマを
何度も取り上げて、防止への意識づけを行なっ
ている。

現状ではそれほど学んでおらず、活用する機会
もない。

契約書と重要事項説明書に沿いながら説明し、
理解を求めている。

入居者、家族からの意見・不満・苦情は管理
者、ユニットリーダーを中心に真摯に受け止
め、その後の運営、ケアに反映させている。

身体拘束は法人の方針として行っていない。当
GHでも全職員が理解したうえで拘束のないケア
を行っている。玄関の施錠は夜間対等見守りが
行き届かない際の外出防止の為行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

日々の業務、毎月のユニット会議、ユニット
リーダー会議で意見交換し、年1回の自己申告書
や面談希望職員との面談では職員が経営陣に意
見することが可能である。

交流する機会は少ない。

年1回の評価と年2回の賞与に関する評価で個々
の努力、実績を査定している。収入面以外でも
職員の意見を職場環境に還元している。

参加必須の医務研修や月に1度の内部研修が開催
され参加を強化されている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接時、入居時に意見や要望を伺い、安心
を確保できる関係を築いている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

事前面接時、入居時に意見や要望を伺い、安心
を確保できる関係を築いている。

他のサービスを含めた対応はしていない。

家事等の手伝いをして頂いたり、昔の話を伺う
等、時にはお願いをしたり頼る事もある。

何か問題があったり分からない事がある時はお
互いに相談したり話を持っている。

何時でも面会受け入れています。要望あれば外
出同行もしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

リビングで過す時間を大切にし問題があれば席
順も検討しその都度変更している。

契約終了後は当法人内のサービスに移行される
場合を除き、相談、支援は行なっていない。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

使い慣れた家具類、仏壇等を居室スペースに支
障のない程度の設置で受け入れている。

入居時のアセスメントを参考にし、また御本人
や御家族との日々の会話からも今までの生活を
見出せるようにしている。

毎日全員が気付きをケース記録に入力し特記事
項は申し送り、把握出来るようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

定期的なユニット会議の開催や状態急変の場合
は随時会議を開き方向性・目標等を話し合って
いる。

業務日誌やケース記録を記入し問題点は本日の
課題として申し送り取り組まれている。

基本は3ユニットそれぞれの生活支援だが、病
気、事故、不明者発生時にはユニットの枠を越
えて対応している。

ボランティアの慰問などの資源をいかしてはい
るが他にもある資源をいかしきれてはいない。

基本的にはまず、かかりつけ医への受診、相談
をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

自職場には看護職員は配置されていないので主
に医療機関への相談となっている。

かかりつけ医との関係の強化に努めている。

家族にはこまめに相談したうえで特養申込みや
病院、医師との連携等を行なっている。

定期的な医務研修に参加し心肺蘇生やノロウイ
ルス対応等を学んでいる。

年に最低1回は地域消防職員による防災避難訓練
を実施している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

利用者のいる場面における職員同士の相談など
では利用者の氏名をいれての会話をしない。

認知症対応施設のため、職員の誘導にての場合
も有るが、最低二者択一の決定はなされてい
る。

入浴好きな方には毎日入って頂けるよう、散歩
好きな方には体調を見て極力外に御連れする等
それぞれの方が毎日少しでも楽しみをもてるよ
う支援している。

月に1度の訪問美容で希望に応じた髪型をされて
いる。

食材の皮むきや下処理、時にはレクレーション
等で調理も一緒に行いる。また食器洗いや食器
拭きを職員と一緒に行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事の量のチェックは毎食事行い、水分摂取量
が少ない傾向の入居者様については水分量
チェックも行っている。

毎食後声掛け誘導、介助を行い必ず行ってい
る。義歯の方にはうがい薬も併用し2日に1回義
歯消毒を行っていまる。

リハパン使用の入居者様も食後は必ずトイレ誘
導を行いる。

全入居者様に起床時牛乳やヤクルトの乳製品提
供、必要に応じてプルーンやセンナ茶をお出し
している。

毎日声掛けをし希望された場合は極力入って頂
けるよう支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

昼食後の時間は横になって休まれたりリビング
で過ごされたりと活動・休息は入居者様のペー
スで過ごして頂いている。

薬専用のファイルをいつでも閲覧できるように
している。何か問題・疑問があればかかりつけ
医や本部看護科に相談している。

洗濯物干しや畳み、食器拭き、掃除等は職員と
入居者の方で一緒に行っている。またレクレー
ションは随時行い楽しい時間を持って頂ける様
工夫している。

外出がお好きな方には電車・バス・車等を使用
し外食に出掛けたりドライブ・買い物に行ける
支援をしている。

金銭は主に施設にて管理者、事務員が管理して
おり、利用者の希望にて使用している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

要望があればいつでも電話使用可能です。便箋
等も用意しいつでも出せるように支援してい
る。

食事中、その他の寛がれている時間など状況に
応じて電気の調節を行っている。また季節毎の
飾り付け、植物のある環境にしている。

食卓・ソファ・玄関脇に椅子を設置し自由に過
ごして頂いている。

入居される際慣れ親しんだ物をお持ち頂き御本
人と御家族に配置を考えて頂いている。

手すりの設置、シャワーチェアーや滑り止め
マットなどの物品対策、レクリエーションの道
具はそろえており工夫している。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 3

地域住民とのかかわり
が薄いことや認知症利
用者への理解が浅い。

ＧＨ川和としてボラン
ティアの慰問回数を多
くし、避難訓練時も近
隣住民へ促し一緒に参
加していただく。

1年

2 13

法人主催で月１回行わ
れる内部研修への参加
率が今年度は約５０％
程度にとどまった。

内部研修参加率を年平
均で６５％にしてい
く。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

年間予定の時点でボラ
の慰問回数を５～6回へ
増やし定期的に交流で
きる機会を作る。年2回
の避難訓練時も近隣住
民に声をかけ参加して
いただく
毎回本部から送られて
くる研修テーマの詳細
を管理者から職員に伝
え、自己研鑚、現場で
即実行できる重要性を
説明した上で参加に結
びつける。

容

目　　標
目標達成に向けた

平成22年3月25日

具体的な取組み内
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グループホーム泉の郷川和

あさがおユニット

56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

主に都筑区役所の高齢支援課、保護課と連携し
ながら新入居者の確保や生活保護受給者のサ
ポートを行っている。

現状では地域住民に対しての理解を得ようと積
極的に活動はできていない。

民生委員、利用者、家族の意見を参考にし、
サービス向上に向けたケアを考えている。

「地域に開かれたグループホーム」としての理
念を共有し、日常の散歩時や通がかりの近隣住
民との挨拶、イベントへの招待という形で実践
している。

近隣住民との交流はあるが、たとえば、行方不
明者が出た際の捜索協力、火災時の避難、誘導
協力の体制は構築しきれておらず課題のひとつ
となっている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束は法人の方針として行っていない。当
GHでも全職員が理解したうえで「拘束の無いケ
ア」を行っている。玄関の施錠は夜間帯をはじ
め見守りが行き届かない際の外出を防ぐ意味で
実施している。

入居者、家族からの意見・不満・苦情は管理
者、ユニットリーダーを中心に真摯に受け止
め、その後の運営、ケアに反映させている。

現状ではそれほど学んでいない。活用する機会
も無い。

契約書と重要事項説明書に沿いながら説明し、
理解を求めている。

法人の会議やホームの会議で虐待のテーマにつ
いては何度も取り上げて、防止への意識づけを
行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前面接時、入居時に意見や要望を伺い、安心
を確保できる関係を築いている。

交流する機会は少ない。

年1回の評価と年2回の賞与に関する評価で個々
の努力、実績を査定している。収入的な面以外
でも職員の意見を職場環境に還元している。

一人一人の力量に応じた3ユニットバランスの取
れた職員配置を実践している。毎月、本部で行
われる内部研修への参加、日常業務では先輩職
員が後輩職員を指導できる環境は整えている。

日々の業務、毎月のユニット会議、ユニット
リーダー会議で意見交換し、年1回の自己申告書
では職員が経営陣に意見することが可能で必要
あれば職員と幹部の面談の機会を設けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

手紙のやり取り､電話連絡の援助、寺社参詣の同
行などを行っている。

自身でできる日常の仕事（洗濯物干し・たた
み、共有部分の掃除等）を職員見守り､共同作業
にて行っている。

毎月の家族への連絡、報告の実施。通院、薬の
依頼等を行っている。

事前面接時、入居時に意見や要望を伺い、安心
を確保できる関係を築いている。

他のサービス利用を含めた対応はしていない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

日々のバイタル測定、食事量観察、職員による
見守りなどにより常に状態の変化を観察してい
る。

使い慣れた家具類、仏壇等を居室スペースに支
障の無い程度の設置を受け入れている。

アセスメント表、面接報告書を元にできる限
り、本人の大きな生活への変化が起こらないよ
う配慮している。

契約終了後は当法人内のサービスに移行される
場合を除き相談、支援は行っていない。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

両者とも良好な関係、気持の一方通行関係を見
極め､トラブルの起こらないよう見守りをしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ボランティアの慰問などの資源をいかしてはい
るが他にもある資源はいかしきれていない。

基本的にはまずかかりつけ医への受診､相談をす
る。

日々のケース記録、業務日誌、利用者個別
チェック表を用い情報を共有しテいる。

基本は３ユニットそれぞれの生活支援だが、事
故･病気・不明者発生の場合はユニットの枠を越
え対処する。

日常的に職員同士によるケアカンファレンス、
毎月のユニット会議にて課題の抽出、解決案の
話し合いを行っている。また、必要な場合は家
族へ報告、相談に加わっていただく。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年に最低１回は地域消防職員による防災訓練を
行っている。

家族へはこまめに連絡、相談した上で特養申込
みや病院・医師との連携などを行っている。

内部研修にて初期救命処置、お年寄りへの配慮
などを実習を交えながら、実践力を身につけて
いる。

自職場には看護職員は配置されていない為、主
に医療機関への相談となっている。

かかりつけ医との関係の強化に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

食事の準備は主に職位が対応しているが、下
膳、食器洗いなどは利用者の持てる能力を考慮
しながお手伝いをお願いしている。

職員誘導にての生活支援もあるが､必ずその方の
ペースにて日々を過ごしていただいている。

できる限り、本人の趣向による衣服を選んで頂
いている。

ご利用者のいる場面における職員同士の相談な
どには、利用者氏名を入れての会話はしない。

認知症対応施設の為、職員の誘導にての場合も
あるが、最低二者択一による意思決定はなされ
ている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

本部看護士との連携を図り、食材の選び方、水
分補給の重要さを講義してもらう。便困時は早
期にかかりつけ医に相談をする。

入浴を拒まれる利用者が多いため、最低週2回の
入浴予定日を設けているが、希望者にはタイミ
ングを図り入浴を楽しんで頂いている。

毎食後、職員の見守り・介助にて口腔ケアを実
施している。

個々の排泄パターンを考慮したトイレ誘導を
行っている。また、その時の排泄状況を記録の
に残している。

バランスを考えた献立に配慮している。毎食
事・水分の摂取量を記録している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

金銭は、主に施設にてホーム長管理となってお
り、利用者の希望にて出納している。

散歩､趣味､喫煙等に対し安全を重視し支援して
いる。

毎日の近隣の散歩、敷地内にての外気浴等安全
に配慮し支援している。不定期ではあるが外
食、行楽地への遠足なども行っている。

居室の室温管理を徹底し、過ごしやすい空間を
作る。季節に応じた掛け布団等を準備する。

個人別、服薬時別に管理している。必ず医師の
指示にての服薬に徹する。状態変化がおきた場
合は即座に意思に報告、指示を仰ぐ。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

居室のスペースが限られている為、全てではな
いが思い入れのあるものはお持ちいただいてい
る。

手すりの設置、シャワーチェアーやすべり止め
マットなどの物品的対策、レクレーション用の
道具などはそろえておりそれなりの工夫はして
いる。

共有空間の整理整頓に心掛け、室温に配慮しな
がらの外気の取り入れ、季節の風物を取り入れ
た壁面飾りなどを、利用者と共に行っている。

テーブル席､ソファー席､敷地内ベンチなどを設
け、その時の気分に合わせて利用いただいてい
る。

利用者の希望により随時支援している。
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事業所

グループホーム泉の郷川和
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

41

　食事の摂取量・好み
に個人差があり、期待
される栄養・水分補給
が難しい時がある。

　利用者が偏ること無
く、毎回の食事よりバ
ランスよい栄養補給が
できる。

平成21年1月～
平成21年12月

44 利用者の便秘への配慮

　出来る限り薬には頼
らず、食事､水分補給、
適度な運動で排便を促
せる支援をする。

平成21年1月～
平成21年７月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

　栄養バランス･利用者
のを考えた日々の献立
作り。

　本部管理栄養士より
指導を受け、排便を促
せる食事を提供してい
く。本部看護師、かか
りつけ医に指導を仰
ぐ。

目　　標

平成22年3月25日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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